
　
以
上
昏
篇
、
何
れ
も
そ
れ
ぐ
に
均
し
い
見
地
に
立
つ
た
論
濤
を
鋭
い
簸

致
を
以
て
、
吾
氏
に
推
古
美
術
の
再
認
識
を
要
冷
し
、
既
轡
の
智
識
を
是
正

せ
ん
事
を
要
求
す
る
底
の
竜
の
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
の
侮
れ
に
就
い
て
も
要

旨
を
紹
介
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
特
に
吾
人
の
間
に
深
く
感
銘

を
輿
へ
た
騒
閥
氏
の
「
止
利
回
師
に
臥
す
る
考
察
し
を
摘
記
し
て
、
紹
介
の

責
を
裂
す
築
に
し
た
い
。

　
野
闘
氏
は
、
止
利
佛
師
に
關
す
る
…
つ
の
試
論
で
あ
る
と
の
雛
堤
を
以
て

次
の
主
な
事
を
論
ぜ
ら
れ
た
。

　
第
一
に
、
血
利
呪
師
の
家
を
、
「
鞍
作
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
恐
ら
く
彼
の
家

が
、
元
來
か
ら
の
佛
、
師
と
し
て
我
鴎
に
止
銚
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
や
は

り
其
の
姓
の
通
り
に
「
鞍
作
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
の
馬
の
背
と

人
の
股
と
の
問
に
生
ず
べ
き
複
灘
極
り
な
い
多
種
多
様
の
曲
線
を
作
り
塒
す

撹
能
は
，
よ
く
臥
像
の
反
輔
極
り
な
ぎ
衣
紋
を
作
り
鴛
た
の
で
あ
ら
う
。
回

し
て
彼
等
が
佛
師
と
し
て
我
國
に
流
來
し
た
入
々
で
な
か
っ
た
鄭
の
た
め
に

二
二
に
て
完
成
の
極
地
に
蓬
し
た
北
町
式
の
臥
像
を
、
駐
本
に
於
て
は
、
薪

來
の
も
の
と
し
て
薪
ら
し
い
方
向
へ
の
完
成
を
翻
し
た
の
で
あ
る
。
止
利
が

既
成
佛
工
で
な
か
っ
た
か
ら
、
慧
鞍
工
と
し
て
の
作
家
感
か
ら
造
佛
を
取
扱

つ
た
爲
に
峯
完
成
雛
の
更
に
完
成
が
途
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
と
い
ふ

の
で
あ
っ
て
、
論
旨
を
進
め
る
鼓
術
の
上
に
少
し
く
無
理
が
あ
る
や
に
竜
患

は
れ
る
け
れ
ど
も
、
問
題
の
狽
ひ
所
は
、
賛
意
を
蓑
し
得
る
も
の
と
愚
ふ
Q

〔
口
本
綴
牛
紙
版
一
五
〇
頁
。
法
鯨
取
村
鵤
故
郷
奮
百
行
、
蜜
贋
一
一
〇
〇
〕
（
申

籾
）

紹

介

○
日
本
憲
法
制
定
実
講

面
繋
幾
治
郎
著

　
本
．
霞
の
一
日
渡
遜
幾
次
郎
氏
ほ
、
既
に
退
官
さ
れ
て
居
る
が
、
帝
窒
編
修

窟
の
職
に
あ
り
、
其
の
論
著
は
既
に
籔
多
く
離
一
新
…
聞
紙
上
に
一
発
表
さ
れ
て

居
り
、
鷺
ハ
の
三
三
回
歴
に
就
い
て
は
三
教
め
て
云
ふ
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。

序
雷
に
依
れ
ば
、
從
來
薪
聞
難
誌
紙
上
に
護
表
し
た
多
く
の
論
蒋
の
中
よ
り

明
治
史
關
係
の
論
文
を
中
心
と
し
て
、
是
に
改
訂
を
加
へ
て
編
纂
し
た
も
の

で
、
其
の
論
文
は
憲
政
史
、
に
…
回
す
る
も
の
が
多
い
か
ら
「
二
本
籔
法
事
定
史

講
し
の
名
を
付
し
た
。
総
三
崎
は
、
憲
政
史
共
の
仙
の
諸
問
題
に
．
…
益
し
て
は
、
、

是
を
明
治
史
の
｝
部
と
し
て
灘
察
し
、
國
史
の
轡
漁
鞘
と
し
、
獲
展
と
し
て
観

る
と
、
其
の
立
場
を
明
に
し
二
つ
、
老
寒
、
時
差
に
…
封
し
て
紺
憂
な
き
能
は
ず
、

時
に
嬢
慨
憤
激
の
懸
り
、
…
過
去
の
鷹
史
人
物
に
窪
し
、
鷲
種
の
批
判
を
r
し
、

域
は
譲
空
褒
艇
を
寄
せ
や
玉
も
す
れ
ば
、
底
遡
、
三
家
の
領
域
を
踏
み
越
え

た
こ
と
が
あ
る
か
・
も
知
れ
な
い
。
磯
明
現
在
の
多
く
の
墾
家
は
簸
’
り
に
客
観

「
的
と
云
ふ
導
に
…
囚
は
れ
過
ぎ
て
み
る
爲
、
醗
際
災
が
徒
に
渦
　
・
去
の
物
…
と
な
り
、

現
在
と
浸
交
渉
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
云
っ
て
罵
る
。
果
し
て
著

蒋
の
此
の
立
場
艶
に
研
究
方
法
に
就
い
て
は
溝
論
議
の
無
地
は
あ
る
で
あ
ら

う
が
、
明
治
初
矩
の
我
國
の
重
大
事
た
る
憲
法
史
に
關
す
る
物
を
数
多
く
所

載
せ
る
本
書
が
、
閣
驚
明
徽
の
叫
ば
る
s
現
代
に
於
て
、
刊
行
せ
ら
れ
た
審

は
、
眞
に
膏
ハ
黍
・
あ
る
霧
で
あ
む
、
太
欝
に
よ
っ
て
磯
顧
闘
簿
癖
馬
定
常
蒔
，
の
嚇

情
並
に
當
時
、
の
闘
騰
悪
想
を
偏
ふ
上
に
於
て
好
佃
の
論
著
と
云
ふ
を
褥
る
で

あ
ら
う
Q
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紹

介

産
に
所
牧
論
著
の
題
縁
を
掲
げ
て
置
く
o

O
帝
顧
悶
憲
法
の
制
定
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
（
一
頁
一
七
六
頁
）

○
憲
法
鯛
定
前
後
…
・
…
…
…
…
…
・
：
：
…
…
…
（
七
七
頁
一
一
〇
藁
頁
）

〇
五
箇
條
の
御
誓
文
と
震
翰
…
…
…
…
…
…
（
…
〇
四
頁
ー
コ
一
五
頁
）

○
俳
藤
博
交
の
憲
渋
思
想
・
…
…
・
・
…
…
…
…
（
一
二
六
頁
一
】
四
五
頁
）

○
伊
藤
繊
回
文
の
憲
政
及
び
致
仕
患
想
…
…
…
（
｝
四
六
頁
一
一
六
〇
頁
〉

○
留
朋
輩
博
文
－
ζ
晶
ル
M
悶
・
承
孚
の
黒
｝
想
的
軋
繊
糠
・
：
（
｝
山
ハ
一
甲
貝
・
一
一
八
四
頁
）

○
立
憲
的
内
閣
再
度
の
創
始
に
就
い
て
…
…
（
一
八
五
頁
一
二
〇
七
頁
）

○
第
百
憲
政
の
三
大
思
想
…
…
…
…
…
：
・
…
（
二
〇
八
頁
一
二
二
誠
頁
）

○
蒲
導
出
羅
蝋
灘
士
口
の
志
怯
獣
臨
田
燃
慧
：
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
（
二
一
駕
野
口
以
一
二
山
ハ
○
百
ハ
）

○
維
薪
以
後
に
於
け
る
巣
黛
及
び
國
藤
下
惣
の
攣
蓬

　
　
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
（
二
山
ハ
一
頁
一
…
二
〇
一
瓢
貝
）

○
新
樋
本
の
建
設
者
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
（
一
二
〇
三
頁
ー
ヨ
三
九
頁
）

○
陸
奥
宗
光
と
そ
の
憲
政
思
想
…
…
…
…
…
（
謡
　
醐
○
頁
一
三
七
＝
貝
）

○
教
育
勅
語
の
湊
…
竣
を
螺
、
賞
せ
る
人
々
…
…
（
三
七
二
頁
一
四
〇
二
頁
）

○
明
治
維
麟
の
明
階
二
方
爾
…
…
…
…
・
：
…
（
臆
〇
三
頁
一
四
一
鴬
二
頁
）

　
　
　
以
　
　
上

〔
菊
到
、
四
二
二
頁
定
総
懸
購
凱
拾
銭
）
來
京
千
倉
書
房
難
行
〕
（
田
中
）

0
憩
戸
市
史
（
第
二
鰻
）紳

戸
市
役
所
編

　
甦
に
刊
行
せ
ら
れ
た
る
鎌
取
市
史
は
故
内
田
熱
学
富
士
め
立
て
ら
れ
た
る

編
瞬
漂
案
を
根
抵
と
し
て
、
蘇
原
勝
郎
薄
士
を
編
纂
監
修
、
薪
懸
樋
博
士
を
岡

第
ご
ナ
三
巻
第
一
號

｝
竜
六

顯
問
と
し
、
莫
の
下
に
主
と
し
て
古
磯
艮
一
身
、
隅
久
鍛
三
郎
氏
等
が
編
纂

員
と
し
て
そ
の
業
に
當
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
閣
外
故
三
浦
周
行
樽
士
、

喜
田
貞
吉
博
士
櫨
悶
も
執
筆
せ
ら
れ
、
か
く
の
麺
・
轟
・
、
癬
界
の
謙
鵬
威
を
網
羅
せ
る

前
装
市
史
は
夙
に
慶
く
よ
り
丁
丁
編
纂
醜
業
の
白
眉
と
し
て
認
め
ら
れ
て
み

た
。

　
既
の
前
輯
常
流
に
よ
っ
て
神
戸
市
に
於
け
る
古
代
よ
り
最
逡
継
に
至
る
歴

史
¶
的
礎
蓬
を
眞
に
よ
く
理
解
し
鰐
る
の
で
あ
る
が
、
既
等
の
謝
儀
事
項
が
原

釧
と
し
て
大
黒
七
年
三
月
を
隈
り
と
し
て
筆
を
出
陣
い
て
る
る
た
め
、
近
蒔
に

於
け
る
複
難
”
多
異
な
る
三
王
情
勢
の
攣
懸
に
俘
ふ
其
後
の
瀞
戸
市
勢
の
墾
動

は
大
士
七
年
以
前
に
比
し
て
毘
し
く
隔
糖
の
感
を
抱
か
し
む
る
も
の
あ
り
、

其
等
攣
遽
の
情
溌
を
窺
知
し
霧
ざ
る
憾
が
存
し
た
の
で
あ
る
が
今
愛
に
そ
の

績
編
と
も
上
す
べ
き
第
二
手
手
戸
丁
丁
が
編
纂
上
梓
さ
れ
詳
し
く
其
等
の
審

々
を
屯
挙
る
を
得
る
に
至
っ
た
事
は
慶
し
い
次
篤
で
あ
る
。

　
既
第
二
上
市
史
は
繭
腿
市
史
編
纂
顯
問
た
り
し
新
対
出
離
士
が
同
じ
く
鷺
ハ

顧
問
と
し
て
編
輯
を
統
率
せ
ら
れ
、
ま
た
戯
事
編
総
員
織
久
鍛
ヨ
臨
氏
そ
の

編
暴
を
主
任
し
そ
の
下
に
主
と
し
て
猶
概
彌
高
慮
凝
鮒
が
興
の
業
に
當
り
昭

和
九
年
四
月
よ
り
編
…
纂
に
書
一
手
し
岡
牽
二
年
六
月
ψ
7
6
了
せ
ら
れ
た
・
も
の
で
あ

る
。
そ
の
編
暴
方
針
は
大
隅
に
於
て
薗
韓
．
市
災
に
準
雛
、
し
て
履
り
、
大
正
八

年
よ
り
昭
瀦
八
年
に
歪
る
十
五
ケ
年
蘭
の
諸
事
魔
を
記
載
し
て
み
る
。

　
第
二
輯
市
史
は
三
燐
よ
り
威
り
第
一
懸
本
編
、
第
二
燈
刷
録
、
及
び
第
三

溺
附
圃
、
資
料
、
隼
表
、
索
引
等
の
各
順
に
分
れ
て
み
る
Q
第
一
懸
本
編
は

綿…

熕
ﾄ
説
に
わ
け
、
総
説
に
て
は
世
界
出
職
蓮
行
串
に
於
け
る
異
常
な
る
市

勢
の
伸
展
、
大
鷺
の
終
規
軍
需
備
後
の
機
動
架
に
よ
る
財
界
の
M
凶
備
…
等
の
弓
勢

（1？6＞


